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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

前第２四半期
累計期間

第50期
当第２四半期
連結累計期間

第49期
前第２四半期
会計期間

第50期
当第２四半期
連結会計期間

第49期

会計期間

自 平成20年
４月１日

至 平成20年
９月30日

自 平成21年
４月１日

至 平成21年
９月30日

自 平成20年
７月１日

至 平成20年
９月30日

自 平成21年
７月１日

至 平成21年
９月30日

自 平成20年
４月１日

至 平成21年
３月31日

売上高（百万円） 11,654 11,124 6,010 5,703 22,228

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
2 352 229 316 △358

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（百万円）
△205 285 △36 201 △1,254

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
－  － －   － －

資本金（百万円） － － 5,478  － 5,478

発行済株式総数（千株） － － 21,076 － 21,076

純資産額（百万円） － － 23,944 23,146 22,757

総資産額（百万円） － － 26,515 25,694 24,923

１株当たり純資産額（円） － － 1,194.531,154.771,135.32

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△10.20 14.25 △1.81 10.04 △62.48

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－  － － － －

１株当たり配当額（円） 3.00  － 3.00 － 3.00

自己資本比率（％） － － 90.3 90.1 91.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
425 1,249 － － 73

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△932 △533 － － △2,107

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△181 △1 － － △242

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 5,242 4,466 3,653

従業員数（人） － － 1,100 1,151 1,076

　（注）１．前事業年度まで連結財務諸表を作成していないため、前第２四半期連結累計（会計）期間及び前連結会計年

度に代えて前第２四半期累計（会計）期間及び前事業年度について記載しております。　

２．第50期から当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。

４．第49期第２四半期累計（会計）期間及び第49期については、持分法を適用した場合の投資利益は、利益基準

及び利益剰余金基準に基づき重要性がないため、記載しておりません。

５．潜在株式がないため、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,151(486)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員（就業時間８時間

換算による）を外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,078(482)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員（就業時間８時間換算

による）を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

(2）受注状況

　該当事項はありません。

(3）販売実績

　当社グループ（当社及び連結子会社）は、メーカー等から商品の仕入れを行い、眼鏡小売店への卸売販売、店頭に

おける一般消費者への眼鏡小売販売及び写真館を営んでおります。

　当第２四半期連結会計期間における品目別売上高、地域別売上高は次の通りであります。

(a）品目別売上高

品目別

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）
売上高（百万円）

小売部門 　

フレーム 1,959

レンズ 2,507

サングラス 306

コンタクト類 327

その他 385

小計 5,486

卸売部門 　

フレーム 77

レンズ 102

サングラス 7

コンタクト類 1

その他 28

小計 216

合計 5,703

　（注）　１．第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行って

おりません。

　　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　
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(b)地域別売上高

地域別

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

売上高（百万円） 構成比率(％) 店舗数（店）
店舗異動状況

新規出店(店) 退店（店）

　 　北海道地域 20 0.4 1   －  　　－  

　　 　東北地域 62 1.1 4 －  2

国　 　関東地域 1,518 26.6 81   －    －  

　 　中部地域 976 17.1 56 －  3

　　 　近畿地域 2,575 45.1 133 　　－  1

　 　中国地域 43 0.8 3   －  1

　 　四国地域 103 1.8 8   －  －  

内　 　九州地域 151 2.7 11 －  －  

　　 　　　国内小売販売計 5,451 95.6 297 　　－  7

　　 　　　国内卸売販売計 208 3.7     －  －  －  

海    中華人民共和国 42 0.7 5  －  －  

外  海外販売計 42 0.7 5   －  －  

グループ合計 5,703 100.0 302 －    7

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(4）仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における品目別仕入高は次の通りであります。

品目別

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）
仕入高（百万円）

フレーム 486

レンズ 668

サングラス 47

コンタクト類 186

その他 190

合計 1,578

　（注）　１．第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行って

おりません。

　　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）において新たに発生した事業等の

　リスクはありません。

　　また、当社の前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  　なお、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますが、連結子会社は当社と同一事

　業を行っており、新たに認識された事業等のリスクはありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（１）業績の状況　

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界同時不況の影響で、輸出産業などを中心とした企業業績

の悪化により景気の低迷が続いており、公共工事の前倒しやエコポイント制度など政府の経済対策の一部効果で

落ち着きを取り戻しつつあるものの、雇用・所得環境の悪化などが消費者の先行きへの不安感を高め節約志向が

強まり、デフレ傾向が顕著となり、依然厳しい状況が続いております。眼鏡業界におきましても市場の縮小が進み、

ロープライス均一店が展開される中、大手企業をはじめとして価格値下げのアピールなど低価格戦術で消費者の

需要喚起を促し、販売量の増加で利益を確保する消耗戦が展開されています。

このような状況のもと、当社グループは消費者が購入に際し低価格志向だけでなく、商品の価値と価格とのバラン

スへの意識も高まっているものと認識し、オリジナルプライベートブランドを中心に高機能・高品質のフレームに、

全品ＵＶカット加工レンズを付け、値頃感のある商品提供に努め、当社眼鏡のイメージ向上を図りました。節約志向

や若年層の顧客獲得には、廉価な人気デザインフレームの品揃えを充実させ、廉価均一セットコーナーを設置・拡充

し、下取りセール等も実施し、手軽な価格でトレンド眼鏡が入手できることをアピールしてまいりました。

また地域のお客様との信頼関係構築を重視し、店頭での的確なアドバイスや商品説明、アフターサービスの実施、

電話やＤＭを積極的に活用した購入者へのアフターフォロー、セールの紹介などの営業活動を進めてまいりました。

その結果、国内においては各年齢層で販売着数を大きく伸ばすことができましたが、価格競争を意識した販売施策

を講じたため単価下落がさらに進み、需要の前倒しによる市場の縮小、閉鎖７店による営業店舗数の減少、天候不順

と冷夏によるサングラス販売の不振などの影響、また卸売部門における取引先小売店の不振に伴う取引減少、写真館

部門における大手カメラチェーン店や写真館チェーンの出店拡大とデジタルフォトの低価格化などにより売上高は

減少しました。

利益につきましては、価格競争が進むなかメーカーとの仕入交渉や配送センターの稼動などが貢献し、粗利率は改

善しました。経費面につきましては不採算店の閉鎖、広告宣伝費の見直しや新規採用の抑制などコスト削減に取り組

み、支出が減少いたしました。

海外(中華人民共和国)につきましては、眼鏡小売店が増加し競争は激しくなってきておりますが、世界的不況から

の逸早い回復を背景に大きな潜在需要が望め、新規開設を含む15店（フランチャイズチェーンを含む）を展開し、順

調に市場占有率の拡大と増収を図っております。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は5,703百万円、営業利益は295百万円、経常利益は316百万円、四

半期純利益は201百万円となりました。

　　

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、4,466百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動におけるキャッシュ・フローは839百万円となりました。

この現況に至った主な要因は、税金等調整前四半期純利益275百万円、たな卸資産の減少額276百万円、法人税

等の還付額120百万円及び減価償却費116百万円によるものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動におけるキャッシュ・フローは△391百万円となりました。

この現況に至った主な要因は、定期預金の預入による支出500百万円によるものであります。

（財務活動におけるキャッシュ・フロー）

　財務活動におけるキャッシュ・フローは△0百万円となりました。

この現況に至った主な要因は、配当金の支払額0百万円によるものであります。　

　

（注）第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、対前年同四半期増減額は記載して

おりません。　
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が対処すべき課題について

　　　重要な変更はありません。

　　　　なお、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますが、これにより新たに認

　　　識された対処すべき課題はありません。

 

（４）研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、改修等

について、重要な変更はありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますが、連結子会社の前四半期会計期間の

重要な設備の新設、改修の計画はありませんでした。

　当第２四半期連結会計期間に新たに確定した当社グループ（当社及び連結子会社）の重要な設備の新設、改修等

の計画はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 21,076,154 21,076,154

東京証券取引所

大阪証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数

100株　

計 21,076,154 21,076,154 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（株）

発行済株式　
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金　
増減額　　（百
万円）

資本準備金　
残高　　　（百
万円）

平成21年７月１日～

　

平成21年９月30日

－ 21,076,154－ 5,478 － 6,962
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（５）【大株主の状況】

　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

有限会社佐々興産 大阪市生野区勝山北１丁目20番17号 2,138 10.15

愛眼従業員持株会 大阪市天王寺区大道４丁目９番12号 1,251 5.94

佐々　栄治 大阪市生野区 778 3.69

株式会社瑞 堺市南区鴨谷台１丁27番２号 635 3.01

佐々　善二郎 横浜市港南区 576 2.74

愛眼共栄会 大阪市天王寺区大道４丁目９番12号 511 2.43

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 501 2.38

佐々　千恵子 大阪市生野区 442 2.10

下條　千一 堺市南区 421 2.00

CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE

PORTFOLIO

（常任代理人　シティバンク銀行株

式会社）　

1299 OCEAN AVENUE，11F，SANTA MONICA，CA

90401 USA

（東京都品川区東品川２丁目３番14号)

405 1.92

計 － 7,662 36.36

　（注）上記のほか、自己株式が1,032千株あります。
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（６）【議決権の状況】
　

　　

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　1,032,200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,014,600 200,146 －

単元未満株式 普通株式     29,354 － －

発行済株式総数   21,076,154 － －

総株主の議決権 － 200,146 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株（議決権の数5個）含まれており

ます。

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

愛眼株式会社
大阪市天王寺区大

道四丁目９番12号
1,032,200  　　－ 1,032,200 4.90

計 － 1,032,200  － 1,032,200 4.90
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 605 579 590 583 606 598

最低（円） 507 531 540 514 563 551

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

(1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　

(2）当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

(3）前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は四半期連結財務諸表を作成しておりません。そのため、前第２

四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年

４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結損益計算書に代えて、前第２四半期会計期間（平成20年７

月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）

に係る四半期損益計算書を記載しております。また、前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年

９月30日まで）に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書に代えて、前第２四半期累計期間（平成20年４月１日

から平成20年９月30日まで）に係る四半期キャッシュ・フロー計算書を記載しております。

(4）前連結会計年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）は連結財務諸表を作成していないため、前連結

会計年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）に係る要約連結貸借対照表に代えて、前事業年度（平成

20年４月１日から平成21年３月31日まで）に係る要約貸借対照表を記載しております。

２．監査証明について

　　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務

諸表について、また、当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査

法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】
【当第２四半期連結会計期間末】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,408

受取手形及び売掛金 1,033

商品及び製品 2,715

原材料及び貯蔵品 20

その他 294

貸倒引当金 △9

流動資産合計 11,463

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 8,286

減価償却累計額 △5,271

建物及び構築物（純額） 3,014

土地 2,163

その他 2,746

減価償却累計額 △2,226

その他（純額） 520

有形固定資産合計 5,699

無形固定資産 130

投資その他の資産

敷金及び保証金 5,437

その他 3,048

貸倒引当金 △84

投資その他の資産合計 8,401

固定資産合計 14,231

資産合計 25,694
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 789

未払法人税等 82

賞与引当金 187

その他 1,062

流動負債合計 2,121

固定負債

退職給付引当金 22

役員退職慰労引当金 342

負ののれん 23

その他 38

固定負債合計 427

負債合計 2,548

純資産の部

株主資本

資本金 5,478

資本剰余金 6,962

利益剰余金 15,116

自己株式 △796

株主資本合計 26,760

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △3

土地再評価差額金 △3,618

為替換算調整勘定 7

評価・換算差額等合計 △3,614

純資産合計 23,146

負債純資産合計 25,694
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【前事業年度末】
（単位：百万円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,861

受取手形及び売掛金 1,165

商品及び製品 2,874

原材料及び貯蔵品 21

その他 303

貸倒引当金 △9

流動資産合計 10,217

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 8,221

減価償却累計額 △5,119

建物及び構築物（純額） 3,102

土地 2,158

その他 2,629

減価償却累計額 △2,149

その他（純額） 479

有形固定資産合計 5,739

無形固定資産 63

投資その他の資産

敷金及び保証金 5,565

その他 3,424

貸倒引当金 △87

投資その他の資産合計 8,902

固定資産合計 14,705

資産合計 24,923
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（単位：百万円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 760

賞与引当金 145

その他 894

流動負債合計 1,800

固定負債

役員退職慰労引当金 332

その他 33

固定負債合計 365

負債合計 2,166

純資産の部

株主資本

資本金 5,478

資本剰余金 6,962

利益剰余金 14,751

自己株式 △796

株主資本合計 26,395

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △19

土地再評価差額金 △3,618

評価・換算差額等合計 △3,638

純資産合計 22,757

負債純資産合計 24,923
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（２）【四半期連結損益計算書】
【前第２四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 11,654

売上原価 3,855

売上総利益 7,798

販売費及び一般管理費 ※1
 7,775

営業利益 22

営業外収益

受取利息 16

受取配当金 4

受取家賃 24

雑収入 34

営業外収益合計 79

営業外費用

固定資産除却損 76

雑損失 23

営業外費用合計 100

経常利益 2

特別利益

投資有価証券売却益 0

特別利益合計 0

特別損失

投資有価証券評価損 18

減損損失 ※2
 115

特別損失合計 134

税引前四半期純損失（△） △132

法人税、住民税及び事業税 47

法人税等調整額 25

法人税等合計 72

四半期純損失（△） △205
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【当第２四半期連結累計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 11,124

売上原価 3,570

売上総利益 7,554

販売費及び一般管理費 ※1
 7,238

営業利益 315

営業外収益

受取利息 17

受取配当金 3

受取家賃 23

負ののれん償却額 10

その他 34

営業外収益合計 90

営業外費用

固定資産除却損 27

店舗閉鎖損失 23

その他 2

営業外費用合計 53

経常利益 352

特別利益

投資有価証券売却益 5

貸倒引当金戻入額 4

特別利益合計 9

特別損失

投資有価証券評価損 1

減損損失 ※2
 51

特別損失合計 52

税金等調整前四半期純利益 308

法人税、住民税及び事業税 50

法人税等調整額 △26

法人税等合計 23

四半期純利益 285
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【前第２四半期会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 6,010

売上原価 2,005

売上総利益 4,005

販売費及び一般管理費 ※1
 3,738

営業利益 266

営業外収益

受取利息 9

受取配当金 1

受取家賃 12

雑収入 23

営業外収益合計 45

営業外費用

固定資産除却損 62

雑損失 20

営業外費用合計 82

経常利益 229

特別損失

投資有価証券評価損 11

減損損失 ※2
 109

特別損失合計 120

税引前四半期純利益 108

法人税、住民税及び事業税 4

法人税等調整額 141

法人税等合計 145

四半期純損失（△） △36
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【当第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 5,703

売上原価 1,854

売上総利益 3,848

販売費及び一般管理費 ※1
 3,553

営業利益 295

営業外収益

受取利息 8

受取配当金 0

受取家賃 12

負ののれん償却額 5

その他 17

営業外収益合計 42

営業外費用

固定資産除却損 14

店舗閉鎖損失 5

その他 1

営業外費用合計 22

経常利益 316

特別利益

投資有価証券売却益 3

特別利益合計 3

特別損失

投資有価証券評価損 1

減損損失 ※2
 43

特別損失合計 44

税金等調整前四半期純利益 275

法人税、住民税及び事業税 22

法人税等調整額 51

法人税等合計 74

四半期純利益 201
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
【前第２四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △132

減価償却費 253

減損損失 115

賞与引当金の増減額（△は減少） △158

売上債権の増減額（△は増加） 158

たな卸資産の増減額（△は増加） 145

仕入債務の増減額（△は減少） △171

その他 98

小計 309

利息及び配当金の受取額 15

法人税等の支払額 △33

法人税等の還付額 133

営業活動によるキャッシュ・フロー 425

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,000

定期預金の払戻による収入 1

有形固定資産の取得による支出 △94

有形固定資産の売却による収入 34

投資有価証券の取得による支出 △68

投資有価証券の売却による収入 200

その他 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △932

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △120

自己株式の取得による支出 △61

自己株式の売却による収入 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △181

現金及び現金同等物に係る換算差額 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △687

現金及び現金同等物の期首残高 5,930

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,242
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【当第２四半期連結累計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 308

減価償却費 228

減損損失 51

負ののれん償却額 △10

賞与引当金の増減額（△は減少） 42

売上債権の増減額（△は増加） 132

たな卸資産の増減額（△は増加） 230

仕入債務の増減額（△は減少） △4

その他 169

小計 1,148

利息及び配当金の受取額 14

法人税等の支払額 △33

法人税等の還付額 120

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,249

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △604

定期預金の払戻による収入 10

有形固定資産の取得による支出 △126

有形固定資産の売却による収入 1

投資有価証券の取得による支出 △3

投資有価証券の売却による収入 17

その他 171

投資活動によるキャッシュ・フロー △533

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1

現金及び現金同等物に係る換算差額 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 715

現金及び現金同等物の期首残高 3,751

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,466
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　 　当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているた

め、該当事項はありません。

　なお、四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項については、

「追加情報」に記載しております。

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．法人税等の算定方法 　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目

を重要なものに限定する方法によっております。

　

 ２．経過勘定項目の算定方法 　 固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少のものについては、合理

的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。　 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　　該当事項はありません。
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【追加情報】

　第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しております。

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項は、次の通りであります。

　

　
　
　

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項　 (1)連結子会社の数　　３社

主要な連結子会社の名称

　ネオック株式会社

　九州ネオック株式会社

　北京愛眼眼鏡有限公司

(2)非連結子会社の名称等

有限会社ヤマモト眼鏡店

　連結の範囲から除いた理由

　　有限会社ヤマモト眼鏡店は、資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッ

シュ・フローその他の項目から見て、企業集団の状況に関する合理的

な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいため連結の範囲から除外し

ております。

２．持分法の適用に関する事項　 (1)持分法適用会社はありません。

(2)持分法非適用会社　有限会社ヤマモト眼鏡店

　　有限会社ヤマモト眼鏡店は、損益及び利益剰余金その他の項目から見

て、持分法の適用の対象から除いても四半期連結財務諸表に重要な影

響を与えないため持分法の適用範囲から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関　　　　　

する事項

　　ネオック株式会社、九州ネオック株式会社及び北京愛眼眼鏡有限公司

の四半期決算日は、６月30日であります。四半期連結財務諸表の作成に

当たっては、同決算日現在の四半期財務諸表を使用しております。

　　ただし、７月１日から四半期連結決算日９月30日までの期間に発生し

た重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。　

４．会計処理基準に関する事項

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法

　　

　

　

　

　

　

イ．有価証券

　　子会社株式及び関連会社株式

　　　移動平均法による原価法を採用しております。　

　　その他有価証券

　　　時価のあるもの

　　　　四半期決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部

　　　純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を

　　　採用しております。

　　　時価のないもの

　　　　移動平均法による原価法を採用しております。　

ロ．たな卸資産　

　　商品

　総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法により算定）を採用しております。　　
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　 当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

(2)重要な減価償却資産の減価償却の方

法

イ．有形固定資産

　　　定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を

　除く）については定額法）を採用しております。

　　なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

　建物　３～50年

ロ．無形固定資産　

定額法を採用しております。

　　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能

　期間（５年）に基づいております。

ハ．長期前払費用

　　定額法を採用しております。　　

(3)重要な引当金の計上基準　　　 イ．貸倒引当金

　　債権の貸倒損失に備えるため一般債権については貸倒実績率によ

　り、貸倒懸念債権及び破産更生債権等については個別に回収可能性を

　勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金

　　従業員に対して支給する賞与の支払に充てるため、支給見込額の当

　四半期連結累計期間負担額に基づき計上しております。

ハ．退職給付引当金

　　従業員の退職金支出に備えるため当連結会計年度末における退職給付

債務及び年金資産の見込額に基づき当四半期連結累計期間末において

発生していると認められる額を計上しております。

　　なお、会計基準変更時差異については、10年による按分額を費用処理し

ております。

　　また、過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以

　内の一定の年数（10年）による定額法により費用処理しております。

　　数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内

　の一定の年数（10年）による定額法により翌連結会計年度から費用処

　理しております。

ニ．役員退職慰労引当金

　　役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づ

　く当四半期連結累計期間末要支給額を計上しております。　　

(4)その他財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項　　　

消費税等の処理の方法

　税抜方式によっております。　　　

５．連結子会社の資産及び負債の評価に

関する事項

　　連結子会社の資産及び負債の評価方法は、全面時価評価法を採用しており

ます。　

６．のれん及び負ののれんの償却に関す

る事項　

　　負ののれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っておりま

す。　

７．四半期連結キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲　

　　手許現金、随時引き出し可能な預金及び取得日から満期日までの期間が

３ヵ月以内の定期預金であります。　　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

　

　偶発債務 　

得意先のリース債務（２件） 0百万円 　

　

前事業年度末
（平成21年３月31日）

　　

　偶発債務 　

得意先のリース債務（３件） 0百万円 　
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次の通りであります。

　

給料 2,640百万円

賞与引当金繰入額 263百万円

役員退職慰労引当金繰入額 10百万円

賃借料 1,733百万円

　

※２．減損損失

　　　当社は、減損損失を認識するにあたり、キャッシ

　　ュ・フローを生み出す最小単位として営業店舗をグ

　　ルーピングしております。

　　　減損損失の認識に至った経緯として、競争の激化

　　等により収益性が低下しており、今後の改善が困難

　　と予想される店舗について、資産グループの帳簿価

　　額を全額減額し、当該減少額を減損損失(115百万円)

　　として特別損失に計上しております。

　　　その内訳は28店舗で、建物108百万円、構築物4百

　　万円、土地2百万円であります。

　

　

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次の通りであります。

　

給料 2,528百万円

賞与引当金繰入額 187百万円

役員退職慰労引当金繰入額 10百万円

賃借料 1,650百万円

　

※２．減損損失

　　　当社は、減損損失を認識するにあたり、キャッシ

　　ュ・フローを生み出す最小単位として営業店舗をグ

　　ルーピングしております。

　　　減損損失の認識に至った経緯として、競争の激化

　　等により収益性が低下しており、今後の改善が困難

　　と予想される店舗について、資産グループの帳簿価

　　額を全額減額し、当該減少額を減損損失(51百万円)

　　として特別損失に計上しております。

　　　その内訳は9店舗で、建物46百万円、長期前払費

　　用5百万円であります。　
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前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次の通りであります。

　

給料 1,313百万円

賞与引当金繰入額 32百万円

役員退職慰労引当金繰入額 5百万円

賃借料 871百万円

　

※２．減損損失

　　　当社は、減損損失を認識するにあたり、キャッシ

　　ュ・フローを生み出す最小単位として営業店舗をグ

　　ルーピングしております。

　　　減損損失の認識に至った経緯として、競争の激化

　　等により収益性が低下しており、今後の改善が困難

　　と予想される店舗について、資産グループの帳簿価

　　額を全額減額し、当該減少額を減損損失(109百万円)

　　として特別損失に計上しております。

　　　その内訳は25店舗で、建物101百万円、構築物4百

　　万円、土地2百万円であります。　

　

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次の通りであります。

　

給料 1,262百万円

賞与引当金繰入額 40百万円

役員退職慰労引当金繰入額 5百万円

賃借料 820百万円

　

※２．減損損失

　　　当社は、減損損失を認識するにあたり、キャッシ

　　ュ・フローを生み出す最小単位として営業店舗をグ

　　ルーピングしております。

　　　減損損失の認識に至った経緯として、競争の激化

　　等により収益性が低下しており、今後の改善が困難

　　と予想される店舗について、資産グループの帳簿価

　　額を全額減額し、当該減少額を減損損失(43百万円)

　　として特別損失に計上しております。

　　　その内訳は6店舗で、建物38百万円、長期前払費

　　用5百万円であります。　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

　

　　　　　　　　　　　　　　（平成20年９月30日現在） 　

 （百万円）

現金及び預金勘定 6,251

預入期間が３か月を越える定期預金 △1,008

現金及び現金同等物 5,242

　

　

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

　　　　　　　　　　　　　　（平成21年９月30日現在） 　

 （百万円）

現金及び預金勘定 7,408

預入期間が３か月を越える定期預金 △2,941

現金及び現金同等物 4,466
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

　　平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　21,076千株　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　 1,032千株　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　小売販売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占

める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

 

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

 

（有価証券関係）

　　　　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　　　　　その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要でないため、記載を省略しており

　　　　ます。　

　

EDINET提出書類

愛眼株式会社(E03148)

四半期報告書

32/37



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

　

１株当たり純資産額 1,154.77円 　

　

前事業年度末
（平成21年３月31日）

　

１株当たり純資産額 1,135.32円 　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　

１株当たり四半期純損失金額(△)　 △10.20円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　

四半期純損失(△)（百万円） △205 　

普通株主に帰属しない金額（百万円）     － 　

普通株式に係る四半期純損失(△)（百万円） △205 　

期中平均株式数（千株） 20,116 　

　

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　
　
　

１株当たり四半期純利益金額 14.25円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　

四半期純利益（百万円） 285 　

普通株主に帰属しない金額（百万円）   － 　

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 285 　

期中平均株式数（千株） 20,044 　

　

EDINET提出書類

愛眼株式会社(E03148)

四半期報告書

33/37



前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　

１株当たり四半期純損失金額(△) △1.81円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　

四半期純損失(△)（百万円） △36 　

普通株主に帰属しない金額（百万円）     － 　

普通株式に係る四半期純損失(△)（百万円） △36 　

期中平均株式数（千株） 20,095 　

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
　
　

１株当たり四半期純利益金額 10.04円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　

四半期純利益（百万円） 201 　

普通株主に帰属しない金額（百万円）   － 　

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 201 　

期中平均株式数（千株） 20,044 　

　　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月14日

愛眼株式会社　

取締役会　御中　

あずさ監査法人　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 米沢　　　顕　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 伊與政　元治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている愛眼株式会社の平成

20年４月１日から平成21年３月31日までの第49期事業年度の第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30

日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、愛眼株式会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半

期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

愛眼株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 伊與政　元治　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 米沢　　　顕　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている愛眼株式会社の平

成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、愛眼株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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